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研究成果の概要（和文）：	 

	 家族共用空間の拡充志向は、1階に設けられる和室（タタミ室）の居間空間への従属化ないし

は不要化（1階1室化）として形象化しており、この傾向は面積水準に依拠せず進んでいることを

指摘した。	 

	 しかしその一方、この供給実態が必ずしも居住者の住要求をそのまま反映したものとは単純	 

にはとらえることはできず、むしろ両者には乖離が認められるため、和室の要否や用途、起居

様式の分析などを通じて、住生活全般からの観点で計画課題を明示した。 
 
研究成果の概要（英文）：	 
    View from the evaluation of the “common-space” on contemporary housing・ 
Washitu (tatami-room) were not advantage space now but support space of 
living-room・ and some of houses did not settle Washitu. Otherwise we recognized and 
showed planning problem by analysis that these tendency of supply-side are different 
from the requirements of residents. 
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１．研究開始当初の背景	 

	 わが国の独立住宅の典型である「中廊下

型」に対し、「居間中心型」※１がもう一つ

の類型として提案されて久しい。その嚆矢

は、生活改善同盟会による平和記念東京博

覧会文化村出品作品（1922年）として知ら
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れ、封建的家父長制に基づく接客本位から

家族本位への転換を意図した平面構成で

ある。しかし、一般居住者の生活習慣は容

易には「居間中心型」に対応せず、21世紀

に入るまで定着するには至っていない。紆

余曲折を経ながらも、個室の確保、だんら

ん空間を充実させつつ住戸面積水準の向

上を図ってきた過程の中で、形の上では家

族中心のマイホームを実現し、加えて家族

内でのプライバシー確保のためにも中廊

下は温存されてきた。この点に関して、西

山夘三氏の著作※２が示唆深い。 

	 まず、戦前の住宅供給実態では、関東大

震災の罹災者救済のため設立された同潤

会が、1928年から 1937年の 10年間に供給

した「勤人向け分譲住宅」のうちの 9割近

くが「中廊下型」であったという。また戦

後は、1950年発足した住宅金融公庫による

住宅建設促進のため、翌 1951 年に標準設

計 240案掲載の「木造住宅平面図集」が発

行され、その後改訂が加えられているが、

西山氏によると、1966年改訂版での「居間

中心型」は約 6割を占めていたのに対して、

最も注文されたのは「中廊下型」で、「居

間中心型」の普及には至らなかったことが

指摘されている。 

	 しかしながら、近年なると一般に「リビ

ング階段」と称したタイプ、すなわち、1

階から 2階居室へのアプローチは居間を経

由する形で階段をとった「居間中心型」が

急増していることを、これまでの研究で明

らかにしている。 

※１	 これまで、「居間中心型」は、「居間の中

央配置」を指す以上には、必ずしも厳密な定義

がなされないまま使用されてきたといえる。本

研究では、居間が住宅における動線の中心、す

なわち、私室系をはじめとした主要な部屋へ向

かうのに、居間を経由せねばならない平面構成

を「居間中心型」と規定している。 
※２	 西山夘三『日本のすまいⅡ』（勁草書房・

1976年） 

２．研究の目的	 

	 これまでの研究で明らかにした「居間中心

型」住宅の近年における急激な普及と、その

要因として指摘できるリビングルームの機

能複合化に端的に表れている家族共用空間

拡充志向の考察を深めることにより、現代に

おいて見出すことのできる新しい居住者ニ

ーズをとらえると共に、これまで温存されて

きた和室（座敷）の存在意義を明らかにする

こと、これに空調・音響・臭気などの室内環

境評価などの環境工学的な分析・考察・評価

を採り入れることなどにより、「居間中心型」

住宅の計画論を導出することを目的として

いる。 
 
３．研究の方法	 

まず本研究は、ここに至るまでの一連の研

究に依拠しており，下記の 3 期にわたる全
都道府県を対象として新聞の折込広告など

から収集した新築 2 階建の分譲独立住宅の
平面構成に関する調査研究のデータをベー

スとしている。 
	 第 1 期：九州大学青木研究室によって
1982〜83年に収集した新聞折込広告データ
＝9,648件（［1980］と表記）／第 2期：九
州女子大学岡研究室を主として 1998〜
2003 年に収集した新聞折込広告データ＝
5,128件（［2000］と表記）／第 3期：大分
大学鈴木研究室によって 2007〜08 年に収
集した新聞折込広告などのデータ＝5,879
件（［2008］と表記） 
 

表 1  調査対象地域の概要 

 

 

 

 

 

 



	 そのうえで、2000年以降も分譲を続けて

いる全国 10地域の住宅団地を選定し，2012

年までに戸別訪問による調査依頼をしたの

ち，アンケート票の回収とインタビューに

よる住まい方調査を行った 649件が分析対
象である（表 1,2）。	 
	 

表 2  調査の内容・項目 
 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

４．研究成果	 

（１）家族共用空間拡充の動向	 

	 住宅の供給実態の系時的変化から、下記の

ような注目すべき傾向を読み取ることができ、

すなわち近年においては家族空間拡充化が進

行していることを明らかにした。	 

	 ①居間中心型の急伸：21世紀に入ったあた

りから、それまで圧倒的に主流であった中廊

下型住宅の減少に代わって、居間中心型住宅

の構成比が顕著に上昇し始めている。すなわ

ち、家族の団らん空間としての居間を内部動

線の中心に配置する平面構成が急伸している

（図1）。この傾向は、1階床面積の多寡とは

相関のないこと（1階床面積が狭小な場合の廊

下部分の有効利用とは限らないこと）も指摘

できる（図2）。また、これと符合して、居間

空間の床面積も徐々に増加している（図3）。	 

	 

	 

	 

	 

	 

図1  内部動線の系時変化 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図2  1階床面積別の内部動線［2008］ 

	 

	 

	 

	 

	 

図3  LDK空間面積の系時変化	 

	 

	 ②和室の従属空間化：室数構成で見ると、1

階2室が78.0％を占めており、この2室とはLDK

空間と和室（タタミ室）であるが、その和室

の平面構成を「分離型（一つ間型）」と「連

続型（和洋続き間型）」「和室なし」でとら

えると、「連続型」が6割を超えており、さら

にこの「連続型」の和室のアプローチの形式

を「双方型」（和室へは直接および居間から

もアプローチ可能なタイプ）と「一方向型」

（和室へは居間を経由せねばアプローチがで

きないタイプ）に細分すると、後者の増加傾

向が顕著である（図4）。このことは、従来は

優先確保されてきた和室が居間に従属化して

いると解釈することができる。	 

	 ③和室の非設置化：和室を持たない平面構

成も2割を上回るに至っており、居間拡充の優

先度が確実に高まっていることを示している。	 

	 

	 

	 

	 

	 

図4  和室平面構成の系時変化 

	 



（２）計画課題−１：和室の要否・平面構成	 

	 しかしその一方で、和室に対する希望用途

や選好する平面構成の分析と関係づけるなら

ば、上述した供給実態の示す傾向が必ずしも

居住者の住要求に則したものとはいえず、む

しろ両者には大きな乖離があることに極めて

重要な問題点を内包しており、この点を充分

に考慮せねば相応しい平面構成は実現しない

という下記の計画課題を明らかにした。	 

	 ①和室の要否について：「和室なし」が増

加しているけれども、取得した住宅に和室は

ないができれば設けたかったという「断念層

」が約半数存在しており（表3）、家族共用空

間（居間）拡充を志向の結果ではあるが、和

室を不要とは考えていない居住者層が多く存

在している。	 

	 ②和室の平面構成の選好：居住者が望まし

いと考える和室の平面構成（＝選好プラン）

は、居住プランとは大幅に食い違っており、

供給実態では和室の連続・縮小志向が明確で

あることとは逆に、選好においては居間との

分離・拡大志向が顕著に高い（表3）。	 

	 この点に関して、普及の先行する北海道・

沖縄県の居間中心型住宅の居住者に居住プラ

ンと選好プランの乖離は比較的少ないが、こ

れに対して中廊下型住宅の居住者は対照的に

全国と同様の傾向を示しており（表4）、この

地域性の分析は、家族共用空間拡充の動向を

考察する上で示唆深い。	 

表3  和室平面構成の居住と選好の関係 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

表4  内部動線に関する居住･選好プランと地域性	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 

	 

	 ③居間の起居様式と和室の関係：和室のと

られ方は、居間の起居様式にも強く影響を与

えている。和室との連続性が高い場合の居間

はイス坐化が進み、独立性が高くなるとイス

坐・ユカ坐併用とする傾向が強くなるのであ

るが、選好プランで分析してみると、機能分

化の進んだ前者の評価は低く、後者を選好す

る比率が顕著に高くなる（図5）。この起居様

式の観点においても、供給実態では和室の連

続・縮小志向とは対比的に、選好では居間と

の分離・拡大志向を示している。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図5  和室の平面構成と起居様式の関係 

	 

（３）計画課題−２：和室の用途について	 

	 ①接客機能の温存志向：和室の現状の用途



と希望する用途との間にも乖離も大きく、依

然として、ことにライフステージが進むに従

い接客機能を求める傾向が強い（図6）。これ

が居住と選好プランの不一致の大き要因であ

ること。	 

	 

	 

	 

	 

	 

図6  和室に求める用途 

	 

	 ②就寝室の流動性：住まい方の系時的変化

でみた各家族成員の就寝室は流動性が高くそ

のパターンも極めて多様であった（図7）。い

ずれも和室の存在がこの柔軟性を促進ないし

は保障していると評価することができる。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図 7  就寝形態の変化 

（４）まとめ	 

	 家族共用空間拡充志向は、間違いなくこれ

からの住宅平面構成の主要な志向性のひと

つとして定着してゆくであろうと考えられ

る。しかしながら、その発展的な計画あるい

は代償としての、和室の補助空間化や和室の

非設置化は、選好調査に基づく分析からみる

と顕著に否定的な評価であった。その要因と

して考えられるのは、①和洋続き間（居間と

和室の連続性）は、必ずしも融通性の高い空

間を保障しているとはいえず、むしろ性格の

曖昧な結果をもたらしているのではないか、

②和室の持つ自由度は就寝室の流動性や接

客などの対社会性を温存するうえで依然と

して有効に働いているのではないか、という

ことである。これら住戸内生活全般を視野に

入れながら家族共用空間の拡充が図られね

ばならないと結論づけることができる。	 
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